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論文内容の要旨
葉緑体のATP合成酵素 (CFoF) は，光照射によって形成されたチラコイド膜内外の H+ の電気化
学的ポテンシャル差を駆動力としてATPを合成する酵素である。本酵素の活性は光によって調節され
ていることが知られている。本研究では，ホウレンソウ CFOFJ の 7 サブユニットに対応する cDNAを
プロープとしてシロイヌナズナ (Arabidopsis thaliana) の 2 つの遺伝子 (atp C 1 および atp C 2 )を
単離し，その遺伝子のコードする 7 サブユニットの一次構造の特徴を検討した。同時に，両遺伝子の発
現を光による調節の観点、から検討したO
シロイヌナズナの CFOFJ の 7 サブFユニットは 2 つの遺伝子 atp C 1 および atp C2 にコードされてお
り，緑葉中でいずれも転写されていたO ただし， atp C 1 に対応する mRNA は， atp C 2 に対応するも
のよりも 100倍以上多く存在した。両遺伝子のコードする 7 サブユニットは CFOFJ 特有の光調節ドメイ
ンをもっていたO 保存されている光調節ドメイン中の 2 つの Cys 残基はジスルフィド結合を形成して
おり，光照射時に ferredoxin/thioredoxin 系によって還元切断されると考えられる。このジスルフィ
ド結合の切断によって本酵素は活性化される。
atp C 1 mRNA は， β サブユニットやリブロース 2 リン酸カルボキシラーゼ (RuBisCO) 同様に光
によって誘導されたo atp C 1 の上流領域をタバコ培養細胞に導入したところ，強いプロモーター活性
が認められた。エンハンサー活性が認められた領域には， RuBisCO 小サブユニット遺伝子の光に応答
した転写に関与すると考えられる転写調節因子GT-1 が結合したO 従って ， 'y サブユニットの光に応
答した転写には他の葉緑体タンパク質と共通の機構が関与していると考えられる。
以上のように CFoFl の活性は 2 つの機構を介して光によって調節されている。第一の機構は，タン
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パク質レベルのもので，葉緑体の 7 サブユニットに特有の光調節ドメインが中心的な役割を果たしてい






(1) シロイヌナズナ葉緑体のATP合成酵素の 7 サブユニット遺伝子 atp C 1 と atp C 2 を単離し塩基
配列を決定した。塩基配列から得られた二つのサブユニットの一次構造，特に光調節ドメインについ
て詳しい考察を行った。
(2) atp C 1 遺伝子の転写量が atp C2 遺伝子の100倍以上であることを示し， atp C 1 の転写が光によっ
て制御されていることを明らかにした。さらに atp C 1 遺伝子上流にある光による転写制御部位を同
定し，制御タンパク質を推定した。
これらの知見はATP合成酵素のタンパクレベルにおける調節および葉緑体タンパクの光による転写
調節を理解する上できわめて重要なものと考えるO したがって理学博士の学位論文として十分価値のあ
るものと認める。
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